
 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：地下誠二、

以下、「DBJ」）および一般財団法人日本海事協会（本部：東京都千代田区、代表

理事会長：菅勇人、以下、「ClassNK」）が共同運用するZero-Emission Accelerating 

Ship Finance（以下、「本プログラム」）に基づき、ClassNKは、Kumiai Navigation 

(Pte) Ltd（本社：Singapore, 1 Raffles Place、Managing Director：黒柳智丸、以下、

「Kumiai Navigation」）が保有するLPG二元燃料大型LPG/アンモニア運搬船

「CRYSTAL ODYSSEY（IMO番号：9997177）」（以下、「本船」）に対して評価

を実施し、DBJは、Kumiai Navigationに対して融資を実施しました。 

 

本プログラムは、脱炭素化に向け環境規制が強まっていく海運業界において、

DBJとClassNKが共同開発した総合スコアリングモデルにより、「脱炭素・環境配

慮性能・先進性」という観点でClassNKが船舶の評価を実施し、DBJが投融資を提

供することで、海運事業者の脱炭素への移行に資する取り組みをIR面・資金面から

支援するものです。 

 

Kumiai Navigationは、シンガポールに拠点を置く日系船主であり、業界でも先駆

けてLPG二元燃料LPG運搬船の発注を進める等、脱炭素への移行に向けた先進的な

取り組みを進めています。本船は、川崎重工業株式会社坂出工場（本社：東京都港

区、代表取締役社長：橋本康彦）で建造され、2025年6月に引き渡された、環境負

荷低減型のLPG二元燃料大型LPG/アンモニア運搬船となります。 

 

今回の本船評価にあたっては、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) LPG燃料の使用により従来燃料油使用時と比較して約15%の二酸化炭素

（CO2）排出削減が見込まれる点 

(2) 「アンモニア燃料レディ船」として将来的にアンモニア燃料を使用するため

の設計及び部分的な設備の搭載がなされている点 

(3) 排ガス再循環装置（EGR）及び選択式触媒還元脱硝装置（SCR）の搭載によ

り国際海事機関（IMO）のNOx 3次規制に適応している点 

(4) LPG燃料の使用によりIMOのSOx規制（特にECAとして指定された排出規制

海域に対する0.1%規制）に適応している点 

 

その結果、本船は、本プログラムにおける「脱炭素・環境配慮性能・先進性が特

に高いと評価できる船舶」として、相応の環境関連投資がなされていると認める最

高ランクのS評価を取得しました。 

 

Kumiai Navigation (Pte) Ltdに対して、Zero-Emission 

Accelerating Ship Financeに基づく評価ならびに同社への融

資を実施 
-国産船舶の低・脱炭素燃料転換に向けた取り組みを支援- 
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DBJとClassNKは、本プログラムの広がりを通じて、海運事業者の脱炭素への移

行に資する取り組みをサポートし、海運業界全体の脱炭素化へ共に歩んでまいり

ます。 

 

【本船概要】 

 
（提供：Kumiai Navigation (Pte) Ltd） 

 

船名 CRYSTAL ODYSSEY（IMO番号：9997177） 

船種 LPG/アンモニア運搬船 

カーゴタンク容量 86,700m3 

建造造船所 川崎重工業株式会社 坂出工場 

 

DBJについて 

企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの弛まぬ開拓を

通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展を実現します

～」に基づき、サステナビリティ経営の実現・地域経済の活性化に向けたお客様の

取り組みを積極的に支援してまいります。DBJでは第5次中期経営計画（2021年5月

20日付「第5次中期経営計画について」参照）において、投融資を通じて持続可能

な社会に貢献すべく「GRIT戦略」（注1）を推進することとしています。DBJは、

今後も持続可能な社会・地域活性化への貢献に取り組んでまいります。 

（注1）G：グリーン社会の実現、R：しなやかで強い安心安全な地域・社会や産業

基盤の構築、I：事業化可能と評価できるイノベーションへの取り組み、T：現在の

事業基盤を前提とした移行に向けた戦略的取り組み、を表すもので、第5次中期経

営計画においてDBJグループが重点的に取り組む分野を表したものです。 

 

ClassNKについて 

一般財団法人日本海事協会（ClassNK）は、海上輸送の安全と海洋環境の保護に

取り組む世界最大級の国際船級協会です。船級協会とは、中立的な第三者の立場か

ら船舶の規則制定と検査を行い、商船の保険付保に必要となる「船級」を登録して

https://www.dbj.jp/topics/dbj_news/2021/html/20210520_203258.html
https://www.dbj.jp/topics/dbj_news/2021/html/20210520_203258.html


いる団体です。 

120年以上の歴史と全世界58カ国130カ所の拠点を有し、100カ国以上の船舶の船

籍国（旗国）から国際条約・地域規制に基づく検査および証書発行の代行権限を取

得しています。 

加えて、長年の知見と経験を活かし、品質、環境、労働安全衛生などさまざまな

マネジメントシステム認証、GHG排出量の検証、再生可能エネルギー関連設備に

関わる認証を行っています。 

本会は、海運事業に携わる皆さまの脱炭素燃料への移行対応を包括的に支援す

る「ClassNK トランジション サポート サービス」を展開し、お客さまの脱炭素

化に向けた取り組みをあらゆる角度からサポートしてまいります。 

 

 

 

Zero-Emission Accelerating Ship Financeについては、こちらをご覧下さい。 

【お問い合わせ先】 

株式会社日本政策投資銀行     企業金融第４部    電話番号 ０３－３２４４－１６４０ 

一般財団法人日本海事協会     営業本部 広報室    電話番号 ０３－５２２６－２０４７ 

https://www.classnk.or.jp/hp/ja/info_service/ghg/
https://www.classnk.or.jp/hp/ja/hp_news.aspx?id=8602&type=press_release&layout=1

